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模試成績推移
このページでは模試に関連する情報をお届けします！各模試の判定の割合や、
模試の捉え方などが掲載されています。受験に役立つこと間違いなし！！！

A判定 B判定 C判定 D判定 未受験

私自身、模試の成績が悪かったこともありましたが、そこで落ち込む必要はありません！模試の成績
が悪かった人はしっかり模試結果を分析して勉強のアクセルを踏み込むこと、良かった人は油断せ
ずに勉強のペースを維持することが重要です！夏の模試が良かろうが悪かろうが本番の結果には何
の影響もありません。2月の本番を意識した勉強を続けることが大切です！
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模試の結果が悪い時
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7月模試の結果

7月の冠模試の結果は重視していませんでした。一番の目的は一橋の入試の傾向を知ることだと考
えていたので、高得点を取ることにこだわっていませんでした。B判定で悪くはなかったものの結
果に慢心せず、この模試を今後にどう活かすかが重要だと考えていました。この模試を通して得ら
れた課題として、数学への向き合い方が挙げられます。私は社会学部志望ではありながらも数学が
得意で、差をつけられるチャンスだと捉え、数学全体を幅広く勉強すしていました。しかし、今回の
模試では数学で1問も完答できず、得点は約3割に留まりあまり納得のいく結果ではありませんで
した。この結果を受け、夏休み以降は数学の中でも得意にする分野を決め、そこを重点的に勉強す
るよう意識しました。一橋には整数・確率・微分積分の分野が出やすい傾向があるので、そのことを
踏まえ、夏休み以降の勉強計画を立てるようにしました。このように7月の冠模試は、今までしてき
た勉強が一橋合格に向けて効果的だったのかを振り返る良い機会になるものだと思います。この模
試を通じて、受験の天王山ともいわれる夏をどのように過ごしていくべきか考えるきっかけにして
もらえたらうれしいです。ぜひ模試を有効活用してください！

まず、私は模試を普段の勉強でインプットした知識をアウトプットする場だと思っていました。そ
のため、模試前にはそれまでの勉強内容を軽く復習してから模試に臨みました。また、私は模試のこ
とを「自分の合格率がわかる試験」というより「本番に近い形式の演習」だと捉えていたため、模試成
績を伸ばそうとするよりは本番の時間配分や解答順などを考えながらその通りに解くことを意識し
ていました。このようなこともあり、成績返却後に一喜一憂せず、できなかったところや苦手分野を
分析しそれらをしらみ潰しに勉強していくことを重視していました。次の模試までに苦手分野をな
くせるような勉強計画を立て、その計画に沿った勉強をし、次の模試に臨み、その模試返却後もしっ
かり自分の苦手分野を分析をする、というサイクルを作ることを重視して勉強しました。

私は一橋冠模試の判定は全て低いランクでした。第2回一橋大本番レベル模試はD判定、一橋大入
試オープンもD判定です。結果が返ってきた日はとても落ち込みました。高2から生活のほぼ全て
を勉強に捧げてきたのに、うまくいかない結果に何度も泣きそうになりました。しかし、このとき心
の支えとなったことが2つあります。1つ目は、模試の問題の分析です。模試を復習すると、今まで
に学んだ解法や知識を使えた場面が多く、突拍子もない問題は少ないことに気づきました。つまり、
私の問題点はアウトプットする練習が足りないことでした。その後間違えた分野の演習を重ねる中
で、過去問の正答率は上がっていきました。模試返却後、落ち込んだあとは、自分の問題点を探り一
つずつ潰すことが、最も効果的な模試の活用法だと思います。そして2つ目は、最高の未来を想像す
ることです。自分が逆転合格を果たし、憧れの一橋への切符を手にすること、そしてお世話になった
方々に合格を報告するのを、毎日想像して自分を奮い立たせていました。勉強は努力量が物を言い
ます。最後に笑うのはこの自分なのだと肝に銘じ、死ぬ気で勉強するのです。あなたの合格を祈っ
ています。

間違えた部分を教科書やプリントなど自分が知識の集積地にしている教材に転記、ハイライトす あと少しで解けそうだった問題だけ復習していた
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